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第１章 人口・移動の概況 

１－１ 人口・高齢化率 

１） 市人口の推移及び高齢化率 

・人口については、平成 17 年まで増加傾向であったが、平成 22 年以降減少に転じて

いる。一方、世帯数は増加を続けている。 

・高齢化率は平成 27 年時点で 28.6%であり、富山県全体（30.3%）より若干低くなって

いる。ただし年々高齢化率は上昇を続けている。 

 

図 １-１ 人口・世帯数推移 

出典：平成 2年～27 年国勢調査 

 

表 １-１ 本市及び富山県の年齢 3区分人口及び高齢化率（平成 27 年） 

     ＜滑川市＞                 ＜富山県＞ 

出典：平成 27 年国勢調査 

 

 

図 １-２ 本市及び富山県における高齢化率（65 歳以上人口）の推移 
出典：平成 2～27 年国勢調査 
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２） 地区別・年齢階層別人口 

① 総人口 

・西加積地区が 8,155 人と最も多く、次いで浜加積地区が 4,673 人、北加積地区が 4,281

人と多い。 

 

② 年少人口（15 歳未満人口） 

・西加積地区が 1,232 人と最も多く、次いで浜加積地区が 757 人、北加積地区が 532 人

と多い。 

・年少人口構成比は、浜加積地区が 16.2%と最も高く、次いで西加積地区が 15.1%と高

くなっている。 

 

③ 生産年齢人口（15～64 歳人口） 

・総人口と同様に、西加積地区が 5,077 人と最も多く、次いで浜加積地区が 2,766 人、

北加積地区が 2,382 人と多い。 

・生産年齢人口構成比は、西加積地区が 62.3%と最も高く、唯一 60%を超えている。 

 

④ 高齢者人口（65 歳以上人口） 

・西加積地区が 1,819 人と最も多く、次いで滑川東地区が 1,553 人、北加積地区が 1,355

人と多い。 

・高齢者人口構成比（高齢化率）は、山加積地区が 39.0%と最も高い。また、滑川東地

区も 38.1%と高い。 

 

 

表 １-２ 地区別人口及び年齢構成比率 

  総数（人）

人口 人口 構成比 人口 構成比 人口 構成比 人口 構成比

総数 32,755 4,256 13.0% 18,995 58.0% 9,377 28.6% 127 0.4%

滑川東 4,077 386 9.5% 2,130 52.2% 1,553 38.1% 8 0.0%

滑川西 3,621 410 11.3% 2,051 56.6% 1,135 31.3% 25 0.6%

浜加積 4,673 757 16.2% 2,766 59.2% 1,100 23.5% 50 1.4%

早月加積 2,964 389 13.1% 1,681 56.7% 889 30.0% 5 0.1%

北加積 4,281 532 12.4% 2,382 55.6% 1,355 31.7% 12 0.4%

東加積 1,484 160 10.8% 853 57.5% 471 31.7% 0 0.0%

中加積 3,005 349 11.6% 1,794 59.7% 862 28.7% 0 0.0%

西加積 8,155 1,232 15.1% 5,077 62.3% 1,819 22.3% 27 0.9%

山加積 495 41 8.3% 261 52.7% 193 39.0% 0 0.0%

地区
15歳未満（人） 15～64歳（人） 65歳以上（人） 年齢「不詳」（人）

出典：平成 27 年国勢調査 
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３） 人口集中地区における人口の推移 

・国勢調査において人口動向等から設定される「人口集中地区」は、本市においては滑

川西地区、滑川東地区を中心に設定されており、その面積は約２km2である。 

・人口集中地区における人口は減少を続けており、市全体における人口増減に比べ、人

口集中地区における人口減少が特に顕著となっている。 

 

図 １-３ 市全体及び人口集中地区における人口の推移 

出典：平成２～27 年国勢調査 

図 １-４ 本市における人口集中地区の範囲（赤色） 

出典：平成 27 年国勢調査 

人口集中地区：国勢調査の基本単位区等を基礎単位として、1)原則として人口密度が 1平方キロメートル当たり 4,000 人以上の基本単

位区等が市区町村の境域内で互いに隣接して、2)それらの隣接した地域の人口が国勢調査時に 5,000 人以上を有する地域。 
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１－２ 移動特性（通勤・通学移動） 

１） 市町相互間の通勤・通学移動先 

 

・平成 22 年の通勤・通学移動（流出･流入）を見ると、流入人口の合計は 7,699 人、流

出人口の合計は 9,963 人であり、流出超過となっている。 

・流出先で最も多いのは富山市への 5,109 人で、次いで魚津市への 2,040 人、上市町へ

の 998 人となっている。 

・一方、流入元で最も多いのは富山市からの 2,788 人で、次いで魚津市からの 2,025

人、上市町からの 1,016 人となっており、流出、流入ともに、富山市、魚津市、上市

町との関係が強い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １-５ 本市の通勤・通学流動 

 

  

出典：平成 22 年国勢調査 

県外・その他 

210 人 

市内移動：8,314 人 

流入人口：7,699 人 
流出人口：9,963 人 

61 人 
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２） 通勤通学時の交通手段（公共交通利用率） 

・通勤通学時の交通手段（平成 22 年国勢調査）から、公共交通（鉄道・バス）の利用

率を集落別に見ると、鉄道駅を中心として公共交通利用率が高い一方、中山間地域を

中心に公共交通利用率が低い地域も見られる。 

図 １-６ 通勤通学時の交通手段・公共交通（鉄道・バス）利用率 

出典：平成 22 年国勢調査（就業・就学人口のうち鉄道・バスを利用する率） 

  

公共交通利用率（％） 
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第２章 本市の公共交通の状況 

２－１ 本市の公共交通ネットワーク 

・あいの風とやま鉄道は、旧 JR 北陸本線を引き継ぐ並行在来線として、富山県内の主

要都市及び石川、新潟両県を結ぶ輸送を担っている。 

・富山地方鉄道は電鉄富山を起点として、県内各市町を結ぶ地域輸送を担っている。中

滑川駅以東においてあいの風とやま鉄道線と並行している。 

・富山地方鉄道の路線バスは１系統（水橋経由滑川線）のみであり、滑川駅前から水橋

（富山市）を経て富山駅前を結んでいる。 

・市北部を運行している、あいの風とやま鉄道、富山地方鉄道（電車・バス）を面的に

補完する形で、市コミュニティバス「のる my car」が運行されている。 

図 ２-１ 滑川市周辺公共交通ネットワーク 

路線バスは滑川市関連の路線のみ表示 

 

  

富山地方鉄道バス 

富山地方鉄道 

あいの風とやま鉄道 

至 金沢 

至 岩峅寺・立山 

のる my car 

北陸新幹線 

至 黒部 
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２－２ 公共交通カバー状況 

・富山地方鉄道バス及びコミュニティバスのバス停を中心として半径 300m の範囲、鉄

道駅を中心として半径 500m 以内をカバー地域として定義すると、本市においては主

要な集落はほとんど網羅しているが、平地の一部ではカバーされていない空白地域

が見られる。 

図 ２-２ 公共交通カバー圏域（平成 29 年６月現在）  

鉄道駅半径 500m 

地鉄バス停半径 300m 

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ半径 300m 
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２－３ 市内公共交通の利用者数の推移 

・市内の公共交通利用者数（鉄道・バスの合計）は統計データがある範囲で約 4,600 人

/日であり、ほぼ横ばいで推移している。 

・鉄道利用者は平成 26 年度にいったん減少したが、平成 27 年度には再び回復した。 

・一方、平成 25 年度以降は、コミュニティバス「のる my car」の利用者数は減少が続

いている状況である。 

 

図 ２-３ 市内公共交通の一日あたり利用者数の推移 

出典：あいの風とやま鉄道：富山県統計年鑑の乗車人数×２を乗降人数とした。 

（平成 27 年３月 13 日以前は JR 西日本の数値） 

富山地方鉄道：富山県統計年鑑の乗降人数（主要駅のみ） 

「のる my car」利用者数：滑川市資料（年間利用者数÷365） 

※富山地方鉄道路線バスは統計データなし 
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第３章 コミュニティバス「のる my car」の状況 

３－１ 「のる my car」の運行状況 

・滑川駅及び市民交流プラザ・エール前を起点に、「蓑輪ルート」「市街地循環ルート」

「大日室山ルート」「小森ルート」「北部循環ルート」「栗山ルート」「寺町ルート」の

７ルートが運行している。 

・「蓑輪ルート」「大日室山ルート」「小森ルート」「栗山ルート」は平日６便、土日祝日

は４便運行している。 

・「市街地循環ルート」「北部循環ルート」「寺町ルート」は平日４便、土日祝日は３便

運行している。 

・料金は１回乗車 100 円となっている。 

  

図 ３-１ 滑川市コミュニティバス「のる my car」運行ルート 

新版に入れ替え 
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３－２ 「のる my car」の利用状況  
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＜バス停別乗降数（平成 28 年度）＞ 

・平成 28 年度利用者数は約 81 千人であり、減少傾向が続いている。 

・ルート別に見ると、市街地循環は増加傾向にあり、それ以外のルートは横ばい

もしくは減少傾向が続いている。 

・１便あたりの乗車密度は平成 28 年度で 6.9 人となっている。 

・利用の多いバス停は、公共施設（市民交流プラザ・エール前、市役所）、駅（滑

川駅前、中滑川駅前）、病院（厚生連滑川病院前）、商業施設（プラント３前、

パスタ前）、温浴施設（みのわ温泉）などとなっている。 

＜利用者数の推移＞ 

＜便当たり乗車密度の推移＞ 

＜利用の多いバス停＞ 

年計 日平均 年計 日平均 年計 日平均

1 市民交流プラザ・エール前 27,939 77.2 15,165 41.9 43,104 119.1
2 滑川駅前 6,980 19.3 3,885 10.7 10,865 30.0
3 厚生連滑川病院前 18 0.0 6,816 18.8 6,834 18.9
4 市役所前 1,184 3.3 3,311 9.1 4,495 12.4
5 中滑川駅前 1,661 4.6 2,628 7.3 4,289 11.8
6 プラント３前 2,019 5.6 2,041 5.6 4,060 11.2
7 みのわ温泉 1,843 5.1 1,883 5.2 3,726 10.3
8 杉本 1,389 3.8 1,379 3.8 2,768 7.6
9 滑川駅南口 591 1.6 1,526 4.2 2,117 5.8

10 早月中学校口 1,304 3.6 804 2.2 2,108 5.8
11 サンコーポラス上小泉前 980 2.7 1,072 3.0 2,052 5.7
12 大榎 755 2.1 1,212 3.3 1,967 5.4
13 パスタ前 971 2.7 981 2.7 1,952 5.4
14 北野公民館前 933 2.6 927 2.6 1,860 5.1
15 泉ヶ丘・児童館口 750 2.1 1,021 2.8 1,771 4.9
16 JAアルプスなめりかわ支店前 540 1.5 969 2.7 1,509 4.2
17 明文堂書店口 690 1.9 817 2.3 1,507 4.2
18 中新 759 2.1 706 2.0 1,465 4.0
19 東金屋 602 1.7 733 2.0 1,335 3.7
20 加島町消防分団前 196 0.5 1,118 3.1 1,314 3.6

バス停名
乗車 降車 乗降計
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３－３ 「のる my car」の運営収支 

・全体的な経費は微増傾向である（バスを購入した平成 26 年度を除く）。 

・運賃収入は平成 25 年度以降の利用者の減少に伴い、減少傾向となっている。 

・市の負担額は、年間 20,000 千円程度で前後している（バスを購入した平成 26 年度

を除く）。 

・ルート別の収支に関しては、利用者が比較的多く、路線の長さが短く便数の少ない市

街地循環ルートの収支率が 43%と高く、その他ルートは 20%前後となっている。 

 

図 ３-２ 運営収支の経年変化 

 

 

表 ３-１ 平成 28 年度におけるルート別の収支（試算） 

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

運賃収入 8,841 9,377 9,040 8,966 8,358 8,137
広告収入 390 397 397 402 402 397
国庫補助 4,429 11,034 9,274 11,820 10,301 8,223

21,608 15,444 19,074 36,420 18,306 20,933
35,268 36,252 37,785 57,608 37,367 37,690

バス２台購入

単位：千円

収入

市負担（経費-収入）

備考
運行経費

8,841 9,377 9,040 8,966 8,358 8,137

390 397 397 402 402 397
4,429 

11,034 9,274 11,820 10,301 8,223

市負担
21,608 

市負担

15,444 
市負担
19,074 

市負担

36,420 

市負担
18,306

市負担
20,933

35,268 36,252 37,785 

57,608 

37,367 37,690

0
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20,000
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50,000

60,000

70,000

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

運賃収入 広告収入 国庫補助 市負担 経費

単位：千円

（バス2台購入）

蓑輪ルート 7,636 1,356 18%
大日室山ルート 5,751 1,449 25%
小森ルート 7,235 1,356 19%
栗山ルート 6,007 1,105 18%
市街地循環ルート 2,425 1,041 43%
寺町ルート 4,885 1,046 21%
北部循環ルート 3,751 786 21%

計 37,690 8,137 22%
※ルート別の経費は総経費を年間走行距離で按分して算出

※運賃収入についてはルートごとの乗車人数×100円で算出

経費
(千円)

運賃収入
（千円）

収支率
（%）
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第４章 連携計画の評価 

４－１ 連携計画の概要 

滑川市地域公共交通総合連携計画（平成 20 年３月 14 日作成、平成 20年３月 25 日公表） 

 本市では、目的や運行形態、料金等が異なる「市営バス」「コミュニティバス」「福祉バス」の公

共バスを総合的かつ効率的に、また、より一層市民が利用しやすいバス路線とするため、「滑川市地

域公共交通総合連携計画」を平成 20 年３月に策定した。 

 同計画は、従来のバス路線を統合した「滑川市公共交通計画（平成 19 年３月策定）」を踏まえ、

平成 19 年６月１日より開始した実証実験運行の利用実績や利用者評価に基づいて運行計画の見直

しを図ったもので、「高齢者等の移動手段の継続的な確保」と「中心市街地の活性化」を軸とした公

共交通の活性化を推進することとしている。 

 

４－２ 連携計画に掲げた目標、事業の概要に関する評価 

１） 連携計画の目標に対するフォローアップ 

【連携計画に記載の内容】 

 滑川市では、公共交通のサービス水準や利便性を高めることで、公共交通の利用促進を図るとと

もに、平成 19年６月 11日にオープンした滑川市民交流プラザとあわせて、高齢者等の外出機会を

増やし、中心市街地の活性化の実現を目指すことから、「１便あたりの乗車密度を増やす」ことを目

標とする。 

目 標：「１便あたりの乗車密度を増やす」 

    平成 19 年度 6.2 人/便→概ね 10年後は 9.0 人/便を目指す 

 

 

達成度 １便あたりの乗車密度 平成 28 年度実績 6.9 人/便（未達成） 

 平成 23 年度～平成 28 年度の１便あたりの乗車密度を見ると、７～８人/便程度で推移しており、

直近数値である平成 28 年度は 6.9 人となった。平成 19 年度の 6.2 人/便よりは増加しているもの

の、目標として設定した 9.0 人/便には到達していない状況である。 

 
図 ４-１  １便当たり乗車密度の推移 
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人/便
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２） 事業の概要に関するフォローアップ 

【連携計画に記載の内容】 

 ・コミュニティバス「のる my
マ イ

 car
カ ー

」の実証実験運行 

 本事業は、市内の公共バスを総合的かつ効率的に、また、より一層市民が利用しやすいバス路線

とするため、既存の３つの公共バスを統廃合したルート（市街地は循環運行、山間地は往復運行）

設定を行い、さらに市街地活性化の観点から、交流プラザ前を発着拠点とした運行を実施するもの

である。 

 

 

●実証実験運行を経て本格運行を実施している。 

●運行本数：蓑輪、大日室山、小森、栗山の各ルートは計画通りであるが、市街地循環

ルート、北部循環ルート、寺町ルートにおいては、利用実績を鑑み、平日の運行本数

を計画時点の５便から４便に減便している。（最終便の減便） 

●運行距離、運行時間：市街地循環、大日室山の各ルートはほぼ計画通りであるが、そ

の他のルートは、ルート変更やバス停の新設等に伴い、運行距離及び運行時間とも計

画時よりも増加している。 

 

 連携計画の記載内容 
 

現行（平成 28年６月１日改正現在） 

ルート 運行距離 運行時間 
運行便数 

月～金（土日祝） 
運行距離 運行時間 

運行便数 
月～金（土日祝） 

蓑輪 約 30km 約 72 分＊ ６（４） 約 34.4km 約 84 分＊ ６（４） 

市街地循環 約 13km 約 34 分 ５（３） 約 13.9km 約 35 分 ４（３） 

大日室山 約 25km 約 70 分＊ ６（４） 約 24.9km 約 72 分＊ ６（４） 

小森 約 25km 約 58 分＊ ６（４） 約 31.2km 約 80 分＊ ６（４） 

北部循環 約 15km 約 37 分 ５（３） 約 21.6km 約 57 分 ４（３） 

栗山 約 17km 約 52 分＊ ６（４） 約 26.1km 約 65 分＊ ６（４） 

寺町 約 22km 約 52 分 ５（３） 約 28.0km 約 75 分 ４（３） 

＊往路・復路切替え時の待機時間を含む 

赤字は連携計画の記載内容から１割以上変化したもの 
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３） 運行ルート 

●運行ルート及びダイヤについては、利用動向や市民及び利用者の意見等を踏まえ毎年継続的に見直し、改善に努めている。 

 

赤字バス停：新設・移設バス停（名称変更含む） 

灰色：経路見直しに伴い廃止となった経路・バス停 

連携計画に掲載された運行ルート・バス停 平成 29 年６月１日改正現在の運行ルート・バス停 
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第５章 本市における公共交通を取り巻く現状と課題のまとめ 

①人口及び高齢化率 

・本市の人口はゆるやかな減少を始めている。特に人口集中地区の人口減少が著しく、

まちの賑わいの喪失が懸念される。 

・高齢化率は県平均よりもいまだ低いものの、確実に上昇しており、高齢者社会に相応

しい交通体系の確立が必要である。 

 

②交通体系 

・鉄道（あいの風とやま鉄道、富山地方鉄道）の利用者数は近年横ばいとなっている。 

・コミュニティバス「のる my car」の利用者数は減少傾向となっている。さらなる利

用促進のためのサービス向上や利用促進のための取組が必要である。 

・朝の通勤通学、昼間の買物や通院目的をはじめ、鉄道とバスの乗換利便性の向上な

ど、市民ニーズを踏まえた改善と利用促進が必要である。 

 

③「のる my car」のルート別の課題 

・蓑輪ルート：便あたり乗車密度が平成 23 年度の 9.1 人から平成 28 年度は 7.0 人ま

で減少している。市民の意見等を元に利用減少の要因を探り、改善策の検討が必要で

ある。 

・大日室山ルート：便あたり乗車密度が平成 24 年度の 10.3 人から平成 28 年度は 7.5

人まで減少している。市民の意見等を元に利用減少の要因を探り、改善策の検討が必

要である。 

・小森ルート：利用者数はゆるやかな減少傾向であり、利用促進のための取組が必要で

ある。 

・栗山ルート：便あたり乗車密度が平成 28 年度で 5.7 人と他ルートに比べ低くなって

いる。利用増加に向けたサービス内容見直しなどの検討が必要である。 

・市街地循環ルート：７ルートのうち唯一利用者数が増加傾向となっている。引き続き

利用促進のための取組が必要である。 

・寺町ルート：利用者数はほぼ横ばいとなっているが、利用促進のための取組が必要で

ある。 

・北部循環ルート：利用者数は減少傾向であり、便あたり乗車密度が平成 28 年度で 5.9

人と他ルートに比べ低くなっている。利用増加に向けたサービス内容見直しなどの

検討が必要である。 

 

 


